
地域貢献型学生プロジェクト推進事業活動報告概要書 

 

恋人の聖地を活用した地域づくり 

―白山ろく全体で考える― 

学生団体名 地域交流研究会（金城大学短期大学部） 

参加学生  國本早起、下田愛、桝谷加奈子、井藤理香、古木翔子、他、全１２名 

1. 地域活動の概要 

 NPO 法人地域活性化支援センターより「恋人の聖地」として認定された「白山温泉郷」。本研究会では、

2011 年度の活動から、その中心となっているのが一里野温泉にある旅館の方たちです。私たちは、この

地域の人たちと「恋人の聖地」の活用についてお話をしてきました。

 また、その活動は、白山ろく地域全体を使った婚活プログラムの実施、さらに、もっと多くの方と交

わる地域イベントへと広がりを見せていきました。

2. 地域活動の具体的な内容 

 7 月 24 日に、白山市の方々と婚活イベントについての打ち合わせを行いました。今以上に白山ろくが

素敵な場所であることを PR するにはどうしたらよいかについて学生 4 名が参加し、話し合いました。

 8 月 6 日に、「白山ろくの楽しさを見つけに行こう」ということで、研究会メンバー全 12 名で、そば

打ちの体験や教科書にも出ている一向一揆の史跡などを訪れ、白山の魅力についてお聞きしてきました。

 10 月 27-28 日に、白山ろく全体での取り組み「白山一斉ふれあい市」に参加しました。このイベント

には、地区ごとにどんな鍋を売るかについてのアイデア出しからメンバーに入り、看板等の製作や当日

は地元の方たちと一緒に売り子と活動しました。

 11 月 25 日に、婚活イベントに学生 3 名で参加し、白山ろくにある本学施設などを使って、緊張して

いる参加者の緊張をほぐすことができました。 

   

3. 地域活動の評価 

 白山市には、「恋人の聖地」をはじめ「若者がデートする場所」としても、白山ろく地域は十分に魅

力的であることが分りました。私たち自身がそのことを知りませんでしたし、そして活動を通じても少

しでも同世代に伝えられたことは評価できると思います。

4. 今後、この地域活動を継続、活発にしていくために必要なもの、及び課題 

 情報の発信はやはり弱いと思います。行ってみたら魅力がよくわかるのですが、行かない限りなかな

かその魅力が伝わりません。どのようにしたら若者に情報が伝わるのか、今後の課題です。

5. 学生の感想 

 2 年間市内に通い続けても、ほとんど白山ろく地区の実情を知らずに過ごしてきて、もっと関心を持

つべきだったと思います。また、地元の人たちの温かさと若者に対する期待を感じ、何かしなきゃいけ

ないという思いになりました。

6. 地域からの評価 

 研究会活動以外でも遊びに来てと誘われ、学校と地域のお付き合いを越えた、個人と個人のお付

き合いができそうです。 

地域貢献型学生プロジェクト推進事業「活動報告概要書」 

生き物調査による小松の SATOYAMA 魅力アップ 

学生団体名 石川県立大学 ビオトープ研究会 

参加学生  林 勇喜 加藤 利輝 川上 隼人 他 41 名 

1. 地域活動の概要 
小松市滝ヶ原地区を中心に、4 月～12 月の間に月 2,3 回程度の割合で生き物調査を実施しております。

滝ヶ原には優れた景観があるので、それらを学生視点で発見、記録することで里山として滝ヶ原の魅力

を発見していきます。

そして地域住民や周辺地域にインターネットを通じて発信することを考えています。そのほかにも地

元小学生を対象にした観察会を実施するなど直接研究成果を還元する活動も行っています。

2. 地域活動の具体的な内容 
  時期       活動内容       参加人数    地域における役割 
毎月 2～3 回・滝ヶ原地区における生物調査・学生 10 人弱・里山としての特徴発見。

11 月 24 日・「里まなび山あそび」参加。・学生 20 名・滝ヶ原の魅力紹介。簡易授業。

             
参加企画    発表風景       景観         生物調査 

3. 地域活動の評価 
今年の調査では見発見の生物がいくつか確認された。その中でもレッドデータブックで「絶滅危惧ⅠB
類」に指定されているホトケドジョウを発見することができた。この生物の特徴として生息環境が独特

というものがあり、そのような環境が存在する点を滝ヶ原の長所としてさらにアピールしていこうと考

える。

今後、この地域活動を継続、活発にしていくために必要なもの、及び課題 
調査結果を外部に発信するがまだ広報が上手くいかず調査発表をみに来てくれる人を多く集めること

ができなかった。また、活動範囲も狭いので、できる限り活動範囲を広げていきたい。現在調査地区の

地図を作成中だが今後はそこを重点的にする必要がある。最終的には一般の方々が一目で特徴とそのポ

イントを理解できるレベルまでにする予定である。

4. 学生の感想 
他の地区での活動には中々ない「自然と触れ合う」ことのできるような場所があるので大変貴重な機会

だと思う。自然に囲まれている場所がないのはもとより、まず生物の種類が圧倒的に多いので研究のや

りがいがある。

5. 地域からの評価 
生物のクイズなどを通して自分も勉強することができたので良かった。今では動物や昆虫に触れる機会

も少ないのでこういう活動は良いものだと思う。 
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